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・情報の共有は、教育担当者会議（支社および総車セ社員出席）を通じて行っている。 
・新入社員基礎技術テキストをバージョンアップして教育していく。 

・グループ会社用に新入社員基礎技術テキストのような基本的テキストを用意する。 
グループ会社からの要望があれば共有していく。 

・共通使用できる車両形式毎の教育資料やマニュアル等の整備は有効であり、JR 内で
共有をしていく。 

・「車両をトータルなシステムとして把握」するには、車両機器の進化の歴史を理解す
るために古い車両で学ぶことも重要。 

・新しい車両の構造は「技能教習所」で学べるよう、実現可能なものから数カ年計画
で整備している。 

・教育の基本は「現車」。一方、普段は手を入れることが難しい機器については「技能
教習所」で整備している。 

・技能競技会や、総研での「派出担当者レベルアップ研修」等も行っている。 
・総合車セには（活きた状態の）現車がないため、「システム訓練教材」の整備を進め
ている。車両センター社員も活用可能。 

・フラットや直立摩耗を再現した模擬車輪を整備している。 

・座学を総車セから総研に変更することで横の繋がりができる。 
・グループ会社の現場配属後の教育はグループ会社で決定するが､JR としてフォロー
を行う。 

 

・これまでも通達を工夫し、年度初から施工できるよう平準化に努めている。 
・車内防犯カメラ工事についてはご苦労をかけた。取付品の不具合によって工事中断
や再取付等が生じたため、今後は車両技術センターにおける承認の時点で不具合が
無いかを充分に見極めるなどし、引き続き業務の平準化を図っていく。 


